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研究成果の概要（和文）：中性子内部の高密度状態ではクォーク物質への転移や中間子凝縮相の可能性が考えられる。
本研究では、ハドロン物理の研究者と原子分子物理の研究者が連携し、高密度ＱＣＤにおける諸相の統合的理解を目指
し、(1) 対称性に基づくＱＣＤ諸相の分類、(2) 強結合クォーク物質と中性子星の構造、(3) 多バリオン系に対する格
子ＱＣＤ計算、(4) 冷却原子気体の量子ダイナミクス、についての理論的研究を進めた。その結果、高密度におけるハ
ドロン相とクォーク相のクロスオーバー現象が中性子星質量にもたらす影響や、高密度物質における中間子凝縮相を双
極型相互作用を持つ冷却原子/分子気体で再現できる可能性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Exotic phenomena such as the transition to quark matter and the meson condensation
 may occur in high density matter realized inside the neutron stars.  In the present study, researchers in
 hadronic physics and atomic physics work together and investigate (1)  the classification of the QCD phas
es, (2) strongly coupled quark matter and the neutron star structure, (3) lattice QCD simulations of the m
ulti-baryon systems, and (4) quantum phenomena in cold atomic gasses. We have found that novel effect of t
he hadron-quark crossover to the mass of neutron stars, and also a possibility of simulating the meson con
densation in dense hadronic matter by using cold atoms/molecules in the laboratory. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

数物系科学

キーワード： 高密度核物質　冷却原子気体　量子相転移

物理学　・　素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
量子色力学（ＱＣＤ）は、有限温度・有限バ
リオン密度において、様々な物質相を呈する。 
特に高温・低バリオン密度では、熱揺らぎに
よるエントロピー増加に伴い、 ハドロン相
からクォーク・グルオン・プラズマ（ＱＧＰ）
相への古典相転移が起こる。ＱＧＰの実験室
での観測は、ＲＨＩＣやＬＨＣにおける相対
論的重イオン衝突実験の主要テーマであり、
強結合プラズマという観点から理論的・実験
的研究が活発に行われている。一方、低温・
高バリオン密度では、クォーク・グルオン多
体系のエネルギーが最小となる配位が選ば
れる事で、バリオン密度の変化に伴い様々な
量子相転移が誘起される。 一般に、量子相
転移は古典相転移に比べ、量子ダイナミクス
の詳細が重要になるので理論的解析が難し 
い。しかし、中性子星・超新星爆発・ブラッ
クホール形成などの現象に関係して、高密度
物質の状態方程式やその量子相転移の詳細
を明らかにすることが急務の課題となって
いる。 
 
２．研究の目的 
以上のような現状をふまえ、ハドロン物理の
研究者が冷却原子物理の研究者と連携して、
高密度ＱＣＤと冷却原子気体における量子
相転移の統合的理解を目指すことが目的で
ある。特に 
(1) 対称性に基づくＱＣＤ諸相の分類 
(2) 強結合クォーク物質と中性子星の構造 
(3) 多バリオン系に対する格子ＱＣＤ計算  
(4) 冷却原子気体の量子ダイナミクス 
についての理論的研究を進める。 
 
３．研究の方法 
理論的手法として、有効場の理論による解析
的アプローチ、格子ＱＣＤシミュレーション
に基づく第一原理的アプローチ、高密度天体
の観測データに基づく現象論的アプローチ
を併用して総合的に研究する。 
 
４．研究成果 
(1) 対称性に基づくＱＣＤ諸相の分類 
有限温度および有限バリオン密度における
ＱＣＤは、さまざまな相変化を示すことが、
格子ＱＣＤ計算や、有効模型で調べられてい
る。これまでに得られたさまざまの相構造を
対称性と秩序変数の競合の観点から整理し、
今後の研究の基礎とすべく総合報告(文献
[18])をまとめた。図１に示したように、中
性子星中心部のような低温・高バリオン密度
状態では、カイラル対称性の破れとカラー超
伝導が競合した強結合物質が存在する可能
性があることや、ハドロン相とクォーク相の
クロスオーバー現象に関して、有効模型の観
点から研究を行い、強結合クォーク物質中で
のクォーク間有効斥力の大きさに関する評
価を行った（文献[5]）。 
 

図１：有限温度密度におけるＱＣＤ相図の例。 
        図は文献[18] より転載。  
 
(2) 強結合クォーク物質と中性子星の構造 
上記の解析で得られた定性的知見をもとに、
２－４倍の核密度領域でハドロン物質から
強結合クォーク物質へ系がクロスオーバー
する場合の状態方程式を現象論的に構築し、
中性子星の質量-半径を求めた。その結果、
ハドロン相の状態方程式の詳細によらず、太
陽質量の２倍を超える中性子星が存在可能
であり、２０１０年のシャピロ遅延効果を用
いた重い中性子星の発見と矛盾しない結果
が得られた（図２および文献[1][3]）。特に、
数倍の原子核密度で強相関するクォーク物
質に転移することが重い中性子星を再現で
きる本質的理由であることがわかった。 
 

図２：ハドロン-クォーククロスオーバー描像で
の状態方程式を用いた中性子星の質量(M)－半径
(R)関係。この図は文献[1] より転載。  
 
(3) 多バリオン系に対する格子ＱＣＤ計算  
ハドロン相からクォーク相への高密バリオ
ン密度での転移をＱＣＤから第一原理的に
計算することは、いわゆる負符号問題のため
極めて困難である。次善の策として我々が追
及しているのは、バリオン間相互作用を格子
ＱＣＤを用いて求め、それを基礎に多体問題
の手法を用いて状態方程式を構築するとい
う道筋である。特に、高密度物質中ではハイ
ペロンが自発的に現れるため、ハイペロンを
含むバリオン間相互作用の決定が重要にな
る。この方向の研究の第一歩として、u,d,s
クォークの質量が縮退した SU(3)極限でのバ
リオン間ポテンシャルを、いわゆる HAL QCD 



法を用いて格子ＱＣＤで計算した（文献
[11][17]）。その結果、SU(3)の規約表現に応
じて、短距離でのバリオン力の振る舞いは定
性的に異なることが分かった。なかでも、フ
レーバー１重項（Ｈダイバリオンのチャンネ
ル）では、核力に存在した斥力芯の代わりに
引力芯が現れ、その結果、SU(3)極限ではこ
のチャンネルに束縛状態が現れる事が示さ
れた（図３）。フレーバーSU(3)対称性が破れ
た現実の世界でも、このチャンネルに束縛状
態や共鳴状態が存在するか否かは今後の課
題であり、引き続き研究を進めている。 

図 3：格子ＱＣＤ計算に基づく H ダイバリオンの
束縛エネルギー。この図は文献[11] より転載。 
 
(4) 冷却原子気体の量子ダイナミクス 
中性子星物質(化学平衡を電荷中性条件が考
慮された中性子星内部に対応する高密度物
質)において特徴的に現れる非一様相として
中性π中間子(π0)凝縮が 1970 年代から議論
されてきたが、いまだ理論的考察に留まって
いる。我々は、双極子相互作用を持つ冷却原
子気体や冷却分子気体を用いて、このような
中間子凝縮を実験室でシミュレートする可
能性について考察し、双極子相互作用が十分
強ければ、層状構造を成す反強磁性スメクテ
ィックＣ相（ρ中間子凝縮の類似相）が実現
することを平均場近似の範囲で理論的に明
らかにした（図４、文献[4]）。 
 

図 4：双極子相互作用強度λdと接触相互作用強度
λsの平面内での、冷却原子/分子気体の相図。 
この図は文献[4] より転載。 
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